
3 車 Jと掛 室上JIい服

社 認

5月6日□
北 海 道 新 聞 社

〒060-8711
札幌 市中央区大過西9丁 圏6

電話 011‐ 221‐2111

読 者 セ ン ター

電話 011-210-5888

ホー ムペ ー ジ
www,hokkaido―np co.jp

◎ 北海道新聞社 2007

頼
れ
る
医
師
の
育
成
急
ご
う

北
海
道
の
地
域
医
療
に

「赤
信
号
」
が
と

も
っ
て
い
る
。

最
大
の
問
題
は
、医

師
が
札
幌
に
集
中
し
、

地
方
の
医
師
が
足
り
な
い
こ
と
だ
。

国
が
二
●
●
四
年
度
、

新
人
医
師
に
二
年

間
の
臨
床
研
修
を
必
修
化
し
た
こ
と
で
、

医

師
不
足
に
拍
車
が
掛
か
っ
た
。

若
い
医
師
は

希
望
す
る
医
療
機
関
で
数
多
く
の
診
療
科
を

回
り
、

基
本
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
。

医
獅
を
養
成
す
る
北
大
な
ど
道
内
〓
大
学

で
も
研
修
医
が
他
の
病
院
に
流
れ
て
い
る
。

医
師
の
派
遣
要
請
が
あ
っ
て
も
十
分
に
応
え

ら
れ
な
い
くう
た
。

事
情
は
理
解
で
き
る
。

底
師
が
★
学
●
医
局
と
地
方
病
院
を
行
き

求
ｔ
て
経
験
と
積
む
時
代
は
終
わ
っ
た
．

由

治
体
は
、

大
学
に
依
存
し
て
医
師
を
単
に
集

ち
れ
ば
ｉ
■
と
●
考
え
を
故
出
る
ド、き
だ
。

陥
片
＝
修
と
刊
用
し
ｔ
医
師
を
集
出
る
Ｔ

■
ｔ
ｉ
ｔ
一ほ
ど
う
■
！≡
≡
．

予
防
儀
猿
み
大
切
さ
認
識
を

女
古
≡
■
寺
辞
町
に
あ
る
町
立
寿
都
診
療

Ｈ
●
、

キ
蛇
・
庄
療
・
橋
な
つ
一
体
的
取
り

祖
≡
≡
中
≡，ｉ十丈
庄
■
を
支
ｉ
ｉ
い
る
！

≡
≡
≡
よ
者
十
年
を
抱
ｉ
ｔ
せ
立
キ
都
ほ

院

が

０
五

年

四
月

、
町
立
に
移

管
し
た

。

町
は
病

床

数
を

六
十

か
ら
十

九
に
減

ら
し

た

が

、

二
十

四
時

間
対

応

可
能

な
有
床

診
療

所
と
し

て
存
続
さ

せ
た

。
医
師

は

二
人
体

制

て

、
道

立
時

代
よ

り
逆

に

一
人

多

い

。

日
鋼

記
念
病
院

な
ど

を
経
営

す
る

カ
レ

ス

ア
ラ
イ

ア

ン
ス

・
北
海

道
家
庭

医
療
学

セ

ン

タ

ー

（
室
蘭

）
が

町
と
業

務
提
携
し

、
医
療

ス
タ

ノ
ノ
十

六
人

を
派
遣

し
て

い
る

。

力
を

入
れ

て

い
る

の
は

、
介

護
施

設

や
保

健
師

と

連
携
し
た

予
防

医
療

の
実
践

だ

。
忌

者

の
家
族

の
様
子

、
生

活
環
境

と

い

っ
た

疾

患

の
背

景

を
探

る

こ
と
に
腐

心
す

る

。

０
こ
年

度

、
国
民
健
康

保
険

の

一
人

当
た

り

の
医
療

費
を

見
る
と

、
全
道

平
均

で

前
年

度

を

２
％
上

回

っ
た

の
に

、
寿
都

で
は

５
％

下
回

っ
た

。
札
幌
な

ど
都

市

部

の
病
院

と

の

多
重
受

診

が
減

っ
た
結

果
で
も

あ

る

。

寿

都

の
先
進
的
な

取
り
組

み
が

、
今
後

、

ど

の
よ
う

に
結
実
す

る
か
見
守

り
た

い

。

待

っ
た

な

し

の

病

院

集

約

化

医
師

不
足

同
様

、
自
治
体

病
院

の
経

営

間

題
も

深
刻

だ

。
百
卜

余
り

あ
る
道

立

、
市

町

村
立
病
院

の
累
積
赤

字

は
総
額
千

七
百
億

円

に
膨

ら
み

、
自

治
体

財

政
を

圧
迫

す
る

。

医
療

圏

む
と

に
拠
点

病
院
を
設

け

、
機
能

す

る
環
境

を

つ
く

る

こ
と
が

大

切
だ

。

自

治
体

間
の
利
害

が
絡
む

だ

ろ

う

。
医
療

と
し

て

、
何
を

提
供

で
き
て

、
何

が

で
き

な

い

の
か

、
住
民

に
■

分
な
情

報

を

提
供

し

、

納
得

し
て
も
ら

う

こ
と
が
肝

心
だ

。

こ

こ
は

、
高

橋

は
る
み
知

事

が

リ
ー

ダ

ー

シ

ッ
プ
を
執
り

、
道
や

市

町
村

、
道

医
師

会

、

二
大

学

な
ど

で

つ
く

る
北
海

道

医
療

対
策

協

議
会

と
し
て
集

約
化

を
決

め

る

べ
き

だ

。

同
時
に

、
医
療
機

関

の
役

割

分

担

を
明

確

に
す

る
必
要
が

あ

る

。
大
学

病
院

に
は

、

難

病
や

か

ん

の
治
療

・
研
究
と

い

っ
た

最
先

崩

の
医
療

分
野
て

の
成

果
に
期

待

し
た

い

。

民

『

の
協

ｒＪ
は

■
わ

せ
な

い

。
使

間

・
体

日
の
数

急
体
制

を

確
保
す

る
た

め

、
開
業

に

と

の
連

携
が
検

討

課
題
だ

。

ド

，
■

１

一
り
体
制

の
充

実

、
拠

点
に

院

と
地
域

と
枯
ヽ

ベ
ィ

の
運
行

な
ど

、
行
政

の

支
援

い
お
い
！ｉ
一が

集
約
化

の
拠

を

拡

る

．

自

治

体

病

院

で

医

師

研

修

を

せ
な
い
だ
ろ
う
が
、

公
益
性
の
強
い
自
治
体

病
院
・
診
療
所
Ａ
の
助
成
措
置
を
政
府
は
真

剣
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

厚
生
労
働
省
は
、

新
人
医
師
対
象
の
臨
床

研
修
を
す
や
に
見
直
す
考
え
は
な
い
。

い
よ
、

医
療
現
場
で
は
、

二
年
間
の
初
期

研
修
を
終
え
た
二
年
Ｌｉ
以
降
の
研
修
を
い
か

に
充
実
さ
せ
る
か
か
問
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、

二
年
国
以
降
は
道
内
の

白
治
体
病
院
で
地
域
医
療
を
学
ん
で
も
ら
う

戦
陪
を
組
み
立
て
て
は
ど
う
か
。

大
学
腐
暁
と
と
っ
て
、

自
治
体
病
院
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
疾
晴
を
怖
床
体
験
て
き
る
。

べ
手
予
≡
直
肺
Ｌ
組
ん
下
・地
域
医
療
を
学

お
允
車
い
た
！ｉｒ
田
■
予
ム
と
病
院
側
か
町
古

，
れ
ば
、

右
い
前
修
座
Ｌ
道
■
か
ら
も
集
め

い
れ
る
■
ち
！
……―
な
‐十
！

白
治
ふ
病
虎
だ
――
●
■
■
■
軒
Ｌ

「
．

■
〓
を
機
関
■
■
　
．Ｆ

ｉ
【
ク

所
長

の
中

―――
員
史

さ

ん
は
家

庭

医
療
学

を

学

ん
だ

「
家

庭
医

」
だ

。
風
耶

か
ら
急

性

ロ

場
尖

、

営
折

、
高

皿
圧
忙
よ
て

、
あ
ら

め
る

症
状

の
意

者

に
対

応
し

て

い
る

ぅ

重
症

度

の
高

い
患

者

な

工
次

、
〓
次

の
医

療
機

関
に

送

る
こ
Ｌ
も
重

要
な

仕

事
だ

。

残

る

二
人

の
医
師

は

研
修

医

で

、
中
―――
さ

れ
の
指
導

の
下
、

地
域

圧
療

の
実
際

を
学

び

玉

か
ら
冶
療

に
当
た

一，
て

い
る

。

中
用
さ
ん
は

「医
療
は
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

（社
会
資
本
）
で
す
。

利
益
は
生
ま
な
い
け

れ
ど
、

な
く
し
て
は
困
る
」
と
話
す
。

町
は
、

診
療
所
を
持
っ
て
初
め
て
、

地
域

医
療
の
大
変
さ
を
理
解
し
た
。

診
療
所
へ
の

支
援
は
惜
し
ま
な
い
。

自
冶
体
と
医
療
機
関

の
連
携
が
奏
功
し
て
い
る
好
例
だ
ろ
う
。

規
模
は
小
さ
く
て
も
、

地
域
密
青
型
の
医

療
機
関
が
地
元
に
あ
る
意
表
は
大
き
卜
．

Ｌ
人

材
を
集
中

さ
せ
な
く

て
は
な

ら
な

い

↓

周
辺

の
病

院

に
は
拠

点
病

院
か
ら

医
肺

を
派

遣
し

、
外

来
機
能
を

唆
す

工
共
が

要
る

（

近

年

、
医
師

が
辞

め
た
い

、
大
学

に
反

一

た
り

し
た
結

果
、

診
療

科
と

閉
鎖

す
る
病
院

が
相

次
い
て

い
る

。
拠
点
病
院

に
医
舶

を
実

め
れ

ば

、
医
師

が
交

代

奄
体

み
を
取
れ

、
過

酷
な

労
働

条
件
が

緩
薇

さ
■

る

。

集
約
化

に
よ

一！
て

、
医
師

が
地
域

に
ｔ
者

少

丁
高
齢

化

が
進
む

．
地

域

に
燎

か
オ

平

　

　

出
也

■

日
十
■

●
古

工

Ｔ
市

と
生

む

の
は
構

造
的
な

問
題
だ

。

ほ
い
北

海

　

↓思
試

と

と
ｔ

ｉ

工
■
一ｔ
ｉ

■

ト

適
で
は
径
診
一
つ
に
し
て
も
均
率
か
な
い
．

　
　
地
状
下
す
十
ｔ
ｉ
〓
■
十

一同
一
彦
猿
＝
向
一
報
酬
」
“
原
則
と
「
　
」
一怖
亡
≡
ｉ
ｔ
，
　
「「十■
一

2007.5.6


